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野中珠貴
まず、テクストを読む、という知的行為について考える。つい 10年・ 20年前に比
べて知的に鑑賞され解析されるテクストの範囲は格段に拡大されている。これはテク
ストそれ自体と読む人のヒエラルヒーの問題に関わっている。
電車の吊広告や新聞欄外の広告（文芸出版物の宣伝のみならずスキャンダラスな内
容を暗示する扇情的ヘッドライン）、新聞記事そのもの。これらは、読み捨てられる印
刷物として、かつてはテクストには数えられず、今でもヒエラノレヒーの最底辺にあっ
てしかし読まれる絶対量は最大である。格付けが低い理由は「下世話だからJに限ら
れる。これらテクストのタイトルが「キャッチコピーJと称されることに象徴される
ように、内容が如何に社会悪を糾弾したり政治的正道を喚起する「真面目jなもので
あれ、 hookしてbi旬h、すなわち、人を惹きつけて引き込むべしという、本質的に「売
らんかなjの商業的成功に向けての極めて積極的意図がちらつくせいである。
穿った見方ではなく、その意図に、世間の主流から取り残されまいと日々奮闘する
我々読者は敏感である。朝夕の新聞斜め読みを習慣とする人ですら、一面から最終面
まで、或る記事やコラムを読む・読まないの取捨選択を自らの判断で行うことはなく、
見出しが快感または不快感を喚起すれば、その情動が如何に喚起されたかを深く問わ
ずに、はけ口を求めるが如くテクストに取り付き、（知的）：欲望充足という形で一応の
情動沈静を見るか否かはともかく、次の快感または不快感を求めて紙面を初纏うので
ある。
昨日流し読みした記事が後日、有名・無名の知識人による紙面批評の対象のテクス
トとして扱われるようになってきた。そのことで、新聞は大衆の欲望充足の道具、読
み捨ての印刷物というかつての地位から、再読されるべきテクスト、批評に耐えるテ
クストに格上げされつつある。この傾向は、社会の木鐸という慎ましい自負を底流に
抱いていたかに恩われた日本の新聞が、戦意高揚と国威発揚の意見広告発表の場とし
て自らの利用価値を見出し1、戦後半世紀以上を経て、 fメディアは権力の一部であるj
1識字率が低くとも、新聞が各種情報伝達媒体のヒエラfレヒーの最上位に位置づけられ（文
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と い う 一 部 の 米 国 人 ジ ャ ー ナ リ ス ト の 使 用 し た キ ャ ッ チ コ ピ ー と 発 想 2 に 影 響 さ れ た
日 本 の 知 識 人 や 財 界 人 の 、 こ れ に 対 す る 肯 定 的 か っ 否 定 的 な （ 肯 定 的 ま た は 否 定 的 な 、
で は な く ） 3 反 応 を 敏 感 に 反 映 す る よ う に な っ た 今 日 的 傾 向 と 一 致 す る も の で あ る と 推
察 さ れ る 。
M• フーコーが近世からプレモダンまでの刑事事件沙汰書をテクストとして文芸批
評 の 対 象 に 加 え た こ と 4 が 鮮 烈 な 驚 き で あ っ た の は 7 0 年 代 後 半 の こ と で あ っ た 。 わ た
字 に よ る 戦 況 報 道 ・ 解 説 ・ 論 評 刊 行 物 と し て は 唯 一 許 さ れ た も の で あ っ た せ い も あ る が ） 、
特 定 勢 力 や イ デ オ ロ ギ ー に 支 援 し て そ の 効 能 を 確 認 し た の が こ の 時 代 で あ る 。 女 性 が あ ま
ね く 啓 蒙 さ れ た 今 日 、 先 の 大 戦 を 省 み る こ と を 起 点 と す る 平 和 志 向 運 動 の 観 点 で は 、 文 芸
批 評 の 対 象 で あ る テ ク ス ト の 戦 中 の 新 聞 記 事 の 格 は よ り 低 く 位 置 づ け ら れ る で あ ろ う （ も
ち ろ ん 、 意 図 的 な 虚 偽 報 道 を 行 う こ と に 特 別 な 意 味 を 読 み 取 ろ う と す る 人 は 例 外 で あ る
が ） 。 虚 偽 報 道 の 強 い 意 図 は な く 、 戦 況 の 希 望 観 測 お よ び 戦 勝 目 標 設 定 を 連 絡 し よ う と し
た に す ぎ な か っ た の で あ っ た と し て も 、 報 道 さ れ た 内 容 そ れ 自 体 を ノ ン フ ィ ク シ ョ ン の ジ
ャ ン ノ レ に 入 れ る こ と に 異 論 が あ る の は 男 女 の 区 別 は な い で あ ろ う （ 世 界 大 戦 時 の 大 衆 向 け
時 事 フ ィ ク シ ョ ン の 一 典 型 と し て 、 参 考 文 献 に は な り 得 る が ） 。
2  e.g., 'The P o w e r s  that b e ’b y  D a v i d  Halberstam, w h i c h  w a s 宣 rst published in 1979. 
8 二 律 背 反 に 陥 穿 す る こ と を 非 と す る の は 哲 学 や 論 理 学 に 基 づ い て 命 題 存 在 の 意 義 を 問 う J
際 の 1 つ の メ ソ ド ロ ジ ー に す ぎ な い 。 人 の 実 存 を 解 釈 す る に あ た り 、 相 互 に 矛 盾 す る 1 対
の 事 象 （ 判 断 ・ 行 動 ） や 対 立 す る こ 面 の 感 情 の 両 方 を 同 時 に 十 全 に 意 義 の あ る も の と す る
こ と を 是 と す る こ と が 解 釈 上 の 1 つ の メ ソ ド ロ ジ ー を 越 え て 定 石 と な っ た の は フ ロ イ ト の
功 績 で あ る よ う に 思 わ れ る 。 対 立 命 題 の 一 方 を 否 定 し 抑 圧 し た と こ ろ に 生 じ る ヒ ス テ リ ｝
お よ び 脅 迫 神 経 症 を 臨 床 医 の 立 場 か ら 分 析 し た の が フ ロ イ ト で あ り 、 フ ロ イ ト 的 文 芸 批 評
と は ま さ に 、 テ ク ス ト の 記 述 か ら 読 み 取 れ る 二 律 背 反 を 、 そ し て 、 テ ク ス ト に は 記 述 さ れ
て い な い に も 関 わ ら ず 認 識 す る こ と が で き る 二 律 背 反 を 、 言 語 学 的 な 意 味 で の 言 説 （ デ ィ
ス ク ー ル ） の 解 析 に よ り 顕 在 化 さ せ る （ 抑 圧 か ら 解 放 す る ） 作 業 に ほ か な ら な い 。
フ ロ イ ト が 治 療 の た め に 扱 う フ ィ ー ル ド で あ る 幼 児 期 の 家 庭 内 に お け る 性 的 抑 圧 を 、 ミ
ッ シ ェ ル ・ フ ー コ ー （ 次 段 落 で 後 述 ） は 体 制 や 権 力 構 造 の ヒ エ ラ ノ レ ヒ ー に 関 連 す る 抑 圧 に
置 換 ・ 発 展 さ せ た と 思 わ れ る 。 何 も か も が フ ロ イ ト の 啓 示 を 受 け た 結 果 で は な か っ た に せ
よ。
4 パ ス チ ー ユ 監 獄 に 残 さ れ た 18 世 紀 初 頭 の 収 監 古 文 書 を 国 立 図 書 館 で 読 ん だ フ ー コ ｝ は 、
公 文 書 に 記 さ れ た テ ク ス ト の 語 り の 瞬 時 性 と 語 ら れ て い る 出 来 事 の 現 実 性 を 、 凝 縮 さ れ た
言 説 （ デ ィ ス ク ー ル ） で 素 描 さ れ た 不 思 議 な 詩 に な り お お せ た 人 生 の 一 種 の 押 し 花 標 本 と
し て 集 め て み よ う と い う 着 想 を 得 る 。
f… 捉 え 直 し て 置 き た い こ と が あ る 。 … 請 願 書 、 監 禁 許 可 封 印 状 、 監 禁 、 警 察 と と も に 、
無 数 の デ ィ ス ク ー ノ レ が 生 ま れ る こ と に な り … 、 告 解 と は ま っ た く 異 な る や り 方 で 、 め ざ ま
し き こ と な き 生 の 微 細 な 悪 を 引 き 受 け る こ と に な っ た 、 そ の こ と で あ る 。 隣 人 同 士 の 紛 争 、
親 族 や 子 供 同 士 の 不 和 、 家 族 の 車 L棟 、 暴 飲 や 姦 淫 、 公 道 で の 喧 嘩 、 そ し て 人 々 の 秘 め ら れ
た パ ッ シ ョ ン に い た る ま で も が 、 権 力 の 網 目 の 中 に 、 そ の 実 に 錯 綜 し た 円 環 に 沿 っ て 捕 ら
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くし的には、 70年代後半にそれをテクストと見なすことはかなりの苦痛であった。し
かし、 21世紀を迎えてから十余年。オンラインでリアルタイム配信される裁判傍聴録
ですら、文学的素養に満ちた人間の或る種の苦痛を克服して得られた情状解釈の赤裸
な記録であり、その苦痛を強いた個人・民族・共同体・国家の本質的欠陥のゆえに同
情すべきか否かを秤るに至るまでの苦痛なしに人目に触れることが無かったことを認
識することで、フ｝コーの無垢であることへの反逆から 30数年経て漸くそれはテク
ストの地位を占めるに至った。
テクストが通念を覆すような事柄を大胆かっ仔細に提示し、或いは、慎重かっ控え
目に暗示している場合、とりわけ、非社会的・反社会的・性的な禁忌やタブーの黙示
がある場合には、それを非社会的・反社会的・性的な黙示であると理解する我を晒す
ことに抵抗があるかもしれない。テクストを読む者は自らの感性が純情素朴ではない
と敏感に察知して、我知らず抑圧してしまうのである。
自己表現をする自由が増し、解釈することも自己表現であると理解されるようにな
り、そのいずれにもその多様な表現方法ごとに社会的許容を得られるようになると、
量産され読み捨てられるテクストですら、それを生産するのに或る種の苦痛が伴うと
いうことを最初に我々に自覚させたのは、他ならぬフロイトである。そして、体制が
生んだヒエラルヒーの底辺や片隅の塵芥の如き者を神ならぬ現人が裁いた公文書の数
えられて行くことになる…あらゆる倭小な苦悩のすべてをディスクールと化すことを求
める…個人個人で異なる品行、あらゆる恥、秘密がディスク｝ノレによって権力に捉えられ
ることになる…それらはすべては語られ得、或いは語られねばならないものとなるー或
いは望ましくは、書かれるべきものとなる。それらは政治権力のメカニズムに貫かれる限
りは記述でき、転写できるものとなったのだ…。J
（ミッシェル・フーコ｝著・丹生谷貴志訳『汚辱に塗れた人々の生J、『カイエ・デュ・シ
ュマン』29号所収、 1977年 1月15a . 12頁～29頁、筑摩書房一 MichelFoucault，制La
vie des hommes泊fames≫, Cahiers du chem血ぜ 29,j阻 .vier1977, pp. 12・29からの抜
粋）
フーコーは、官吏の記録文書が簡潔にして美文であったことに強い感銘を受けたほかに、
圧縮されている真実の暴力性（人の卑小なざわめきー訴えに権力が注意を払い、権力と
の衝突がなければ聞に潜んで如何なる言葉も書かれることはなかった筈が、権力はわずか
な言葉をもって裁き決定を下し、人の生に一撃を記したこと）を素描したありょうをヌー
ヴェルと表現した。
ここで問題となるのは、告解のような、神またはその代理人に対侍して真実を語る（罪
を告白する）言説（ディスクール）ではなく、フーコーの言葉を借りれば、一度も語られ
ることなく消え去って行くことを運命づけられていた生が、その不幸或いは激怒の中で権
力との聞に交わした言説（ディスクール）である点である。
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行 か ら な る テ ク ス ト で す ら 。
ど う い う 媒 体 で あ れ 、 人 間 を 描 く と い う 行 為 が 一 部 族 ・ 一 民 族 を 代 表 す る よ う な 神
話 的 で 特 有 か つ 劇 的 な キ ャ ラ ク タ ー を 創 造 す る こ と で あ っ た 古 典 期 の テ ク ス ト と そ れ
以 降 の 類 型 の テ ク ス ト を 、 虚 構 の 人 物 の 心 象 風 景 を 活 写 し 意 識 の 流 れ を 追 う と い う 2 0
世 紀 ノ ベ ル 革 命 期 の テ ク ス ト に 転 換 さ せ た 原 動 力 と な っ た の も 精 神 分 析 手 法 で あ り 、
意 識 の 解 釈 と そ の 表 現 に 、 次 い で 、 意 識 の 表 現 と そ の 解 釈 に 最 大 公 約 数 的 な 意 味 と 規
則 を 設 け た の が フ ロ イ ト で あ る と 断 定 し で も よ い の で は な い か 。
こ こ で は 是 非 、 『 フ ロ イ ト 的 』 で は な く 、 『 フ ロ イ ト の 』 手 法 に 立 ち 返 り た い 。 フ ロ
イ ト が 解 釈 お よ び 批 評 の 対 象 と し た テ ク ス ト は 、 実 在 の 人 物 、 す な わ ち 、 ヒ ス テ リ ー
お よ び 脅 迫 神 経 症 の 患 者 で あ っ て 本 人 ま た は 家 族 が フ ロ イ ト の 助 け を 必 要 と し た 、 そ
の 人 の 記 憶 断 片 と そ の 再 生 ・ 再 構 築 の 記 録 で あ る 。 精 神 分 析 治 療 を 受 け る こ と が で き
る の が 教 養 の あ る 富 裕 層 に 限 ら れ て い た で あ ろ う こ と を 除 け ば 、 文 学 的 価 値 体 系 の ヒ
エ ラ ル ヒ ー で は 底 辺 に 近 い 位 置 づ け を さ れ る テ ク ス ト で あ る 。 フ ィ ク シ ョ ン に は 違 い
な い の で あ る が 、 誰 か に 読 ま せ て 解 釈 さ せ る こ と を 全 く 予 期 せ ず に 構 築 さ れ た 言 説 （ デ
ィ ス コ ー ス ） で あ る 九 こ の 点 で 、 許 さ れ ざ る 時 代 6 に 既 に フ ロ イ ト は M ・ フ ー コ ー を
凌 駕 し て い た と 思 わ れ る 7 。
E 語 り （ ナ ラ テ ィ プ ） の 行 わ れ る シ チ ュ エ ー シ ョ ン に つ い て は 、 告 解 に 類 似 し て お り 、 儀
式 の ー 形 態 で あ る こ と に は 変 わ り が な い で あ ろ う 。
6  「 許 さ れ ざ る j と は 、 勿 論 、 解 釈 と 表 現 の 自 由 の こ と で あ る 。 抑 圧 か ら の 解 放 は 、 元 よ
り 伝 統 お よ び 制 度 と い っ た 心 の 柳 や 行 動 の 績 に 捉 わ れ る こ と を 良 し と す る 傾 向 の 少 な い
米 国 に お い て 最 も 加 速 的 に 進 ん だ 。 強 大 な 権 力 と 反 権 力 を 共 存 さ せ る 余 裕 が あ り そ の 両 者
の 措 抗 を 大 衆 が 娯 楽 の 1 っ と し て 享 受 す る 道 を 見 出 し た 2 0 世 紀 後 半 の 米 国 で は 、 最 早 、
何 か か ら 開 放 さ れ な け れ ば な ら な い と い う こ と そ れ 自 体 が 脅 迫 観 念 と な っ て 抑 圧 探 し を
す る 、 自 ら 抑 圧 に 身 を 委 ね る と い う 本 末 転 倒 の 事 態 が 散 見 さ れ る 。 こ の 傾 向 は と り わ け 富
裕 層 と イ ン テ リ 階 級 す な わ ち 米 国 的 ヒ エ ラ ル ヒ ー の 上 半 分 で 顕 著 で あ る よ う に 思 わ れ る 。
フ ロ イ ト の 著 作 は 多 く 読 ま れ 、 そ の 学 術 は 大 い に 研 究 さ れ 、 精 神 分 析 サ ロ ン が エ ス テ テ ィ
ッ ク サ ロ ン 並 み に 流 行 っ て も 、 真 に フ ロ イ ト 的 な 精 神 分 析 や 文 芸 批 評 が 体 系 の 定 番 教 科 書
に 掲 載 さ れ る だ け の 古 典 的 一 項 目 に す ぎ な い の も 当 然 で あ ろ う 。 ま し て や 、 フ ー コ ー の 収
集 す る を 欲 す る テ ク ス ト は 米 国 に は 存 在 し 得 な い の で あ る 。
7 蹟 狂 院 へ の 強 制 収 容 を 何 と か 免 れ 、 一 般 社 会 の 辺 境 に 狂 人 の ま ま 隠 棲 す る 以 外 に 生 き る
術 が 無 か っ た で あ ろ う 人 々 が 、 フ ロ イ ト と の 交 わ り に よ り 抑 圧 の 帳 を 聞 き 、 自 ら そ の 精 神
史 を 言 説 （ デ ィ ス ク ｝ ／ レ ） に 刻 ん だ と い う 点 で 、 フ ー コ ｝ が 収 集 ・ 考 察 し た 忌 ま わ し き 人 々
の 生 の 記 録 と 好 対 照 を 成 し て い る 。
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自らが図らずも大きく貢献した文芸批評について理解を示しつつ、尚且つ、殊更に
無理解を装って精神分析手法をそれに対峠させて、フロイトが物した文芸批評の一文
に『うす気味悪いもの』 （DasUnheimliche) sがある。
これを手掛かりに、テクストに顕在している以上の事柄またはテクストの深層に確
かにあって際立って顕示されている訳ではないものの正体を探り当てて新たな解釈と
表現を与えるフロイトの作業を解説してゆく。
1.うす気味恵いものとは、昔からよく知っている、古なじみのものに由来する類の恐
怖である9
若くして複数の言語を習得し、その分野で優秀な学業成績を収めていながらフロイ
トは、恐らくは、将来の金銭的成功を願って医学を志す。指導教官から下知された課
題は下等なヤツメウナギの脊髄の研究であった。フロイト本人の述懐には些かの不満
が見て取れるが、自身の才能に頼るところ過大な若者が審りを隠さず長く記憶に銘記
した失望の体験は、逆に、その後の彼の科学的作業手順と態度、すなわち、予測し、
想定に従ってデータ収集し、解析し、結論に至るという態度の堅持として現れる。と
りわけ、データ検証の意図的な愚直さと恐るべき頑なさをもって。
まず、美学の専門文献では全く触れられずにきた（美的畏敬のようなポジティプな
情動とその学究的解説に無関係な）、漠たる恐怖に根ざす感情を沙汰するところから始
める。何故そうするか、という点はフロイト理論を理解しようとする人にはフロイト
がテクストの導入部で簡単に精神分析家の美学的興味の対象と説明10している以上に、
非常に重要であるが、ここでは述べない。
恐怖に関わる表現のなかでも一般的ではなく明瞭に定義し難いドイツ語の一例と
して、「うす気味悪い－unheimlichJを選択し、この表現に特殊な情緒的核が存在し、
人がこの表現を特に使用するのはその情緒的核ゆえであると想定する。語の内包と外
延の境界を定めて類義語左の区別を図るのではなく、概念的なとの語を使用する人に
共通する感情の中心を探ろうというのである。
この探究には精神医学文献にー先達があり 11、「うす気味悪い」と感じる感受性の個
8 1919年著作。
9 ' ...也euncanny白thatspecies of the frightening血atgoes back to what was once 
well known and had long been familiar’in The Uncanny, p.124. 
10‘…he (the psychoanalyst) h副知takean interest in a partic叫町紅＇eaof aes血etics
H人TheUncanny, p.123. 
11 E・イエンツエ『うす気味悪さの心理学に寄す』－ E. Jentsch, Zur Psychologie des 
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人 差 が 研 究 の 障 壁 と な る こ と で は フ ロ イ ト も こ の 先 達 に 同 意 見 で あ る こ と 、 更 に 、 フ
ロ イ ト 自 身 、 『 う す 気 味 悪 い J と い う 感 情 を 最 後 に 抱 い て か ら 久 し い こ と 12 、 感 情 を 扱
う の に は 不 適 切 に 繊 細 さ を 欠 い て い る こ と を 暗 に 告 白 し 、 逆 に 、 執 筆 現 在 63 歳 に し
て 精 神 的 に 成 熟 し た 客 観 的 な 観 察 者 た り 得 る こ と を 誇 示 し て い る よ う に 思 わ れ る 。 取
り 扱 う 感 情 が ポ ジ テ ィ プ で あ れ 、 ネ ガ テ ィ プ で あ れ 、 す な わ ち 、 美 学 で あ れ 精 神 分 析
学 で あ れ 、 更 に 、 医 学 そ の 他 の 分 野 で あ れ 、 学 術 研 究 は な べ て 大 多 数 の 承 認 を 得 ら れ
る だ け の 事 例 を 挙 げ る べ き で あ る こ と を 遠 ま わ し に 確 認 提 唱 し て い る の で あ る 。
プ ロ イ ト が 挙 げ た 事 例 の リ ス ト は 膨 大 で あ る 。 事 例 の 収 集 の 住 方 は 意 外 な こ と に 、
定 評 の あ る 辞 書 を 参 照 す る と い う 、 言 語 学 の 初 学 者 の 如 き や り 方 で あ る 。 例 え ば 、 「 う
す 気 味 悪 い 一 山 由 eimlichJ と い う 語 を 古 代 ギ リ シ ャ 語 、 ラ テ ン 語 、 印 欧 語 族 の う ち 英
語 ・ 仏 語 ・ ス ペ イ ン 語 ・ イ タ リ ア 語 ・ ポ ル ト ガ ル 語 、 そ し て 、 セ ム 語 族 の う ち ア ラ ビ
ア 語 ・ へ プ ラ イ 語 の 辞 書 で 参 照 し て み る 。 フ ロ イ ト が 情 緒 世 界 で 核 に な る 何 か を 共 有
で き る か も し れ な い と 考 え た 言 語 学 的 に 区 分 さ れ る 人 種 の 範 暢 が 窺 い 知 れ る 。 彼 が 参
照 し た こ れ ら 諸 外 国 語 の 辞 書 に 依 る 限 り 、 ド イ ツ 語 の unheimlich の 情 緒 的 ニ ュ ア ン
ス に ぴ た り と 一 致 す る 語 は 必 ず し も 見 い だ せ な か っ た よ う で あ る 。
Unheimliche 
12 精 神 分 析 学 の 素 人 的 関 心 ： フ ロ イ ト が 「 う す 気 味 悪 い J と い う 感 情 を 最 後 に 抱 い た の が
い つ ど ん な 事 情 で あ っ た か は 自 叙 伝 に 依 っ て も 明 ら か で は な い が 、 正 体 の 暖 昧 な こ の 感 情
の 湧 い て く る 源 が 幼 少 期 ～ 青 年 期 の 記 憶 の 『 性 的 抑 圧 j に 深 く 関 わ っ て お り 、 そ れ を フ ロ
イ ト 自 身 の デ ィ ス ク ー ル で 説 明 し 得 る 状 態 ま で 解 放 し て か ら 久 し い と い う 意 味 で あ ろ う
か。
1933 年 年 初 、 国 際 連 盟 の 国 際 知 的 協 力 機 関 の 仲 介 で ア イ ン シ ュ タ イ ン と の 往 復 書 簡 が
出 版 さ れ 、 ア イ ン シ ュ タ イ ン の 『 戦 争 の 脅 威 か ら 人 類 を 解 放 す る 手 立 て は あ る で し ょ う か
- I s 曲 目 ＇ e a n y  w a y  of delivering m a n k i n d  f r o m 也 e m e n a c e  of wa:r? J と い う 聞 い に 、 フ
ロ イ ト 自 身 の 考 え と し て 戦 争 を 根 絶 す る の に 国 際 連 盟 は そ の 力 を 有 さ な い こ と を し た た
め て い る 。 同 年 1 0 月 に フ ロ イ ト と 同 じ く オ ー ス ト リ ア 出 身 の ヒ ト ラ ー 率 い る ナ チ ス ・ ド
イ ツ が 国 際 連 盟 を 脱 退 し た こ と を 、 フ ロ イ ト は 自 ら の 国 際 的 影 響 力 と 関 連 付 け て 「 う す 気
味 悪 い 一 刻 nheimlichJ ま た は 「 自 家 製 の 、 馴 染 み の あ る 、 秘 密 裡 の 、 抜 け 目 の な い 一 ・heimlichJ
と 感 じ る こ と は な か っ た で あ ろ う か 。 1938 年 に は ド イ ツ は オ ー ス ト リ ア を 併 合 す る に 至
る が 、 晋 填 戦 争 お よ び 第 一 次 大 戦 の 抑 圧 さ れ た 記 憶 が フ ロ イ ト を 悩 ま せ る こ と は な か っ た
だ ろ う か 。 1939 年 に 英 国 亡 命 す る ま で 身 辺 に ひ た ひ た と 忍 び 寄 っ た ユ ダ ヤ 人 迫 害 と ナ チ
ス へ の 強 引 か つ 暴 力 的 な 協 力 要 請 を 、 客 観 的 か つ 科 学 的 に 「 象 徴 化 さ れ た 父 親 殺 し の 反 復
的 脅 迫 J の 一 事 例 に 加 え る こ と は な か っ た か 。 ま た 、 自 ら と 同 じ オ ー ス ト リ ア 出 身 の ヒ ト
ラ ー と を ユ ダ ヤ と 非 ユ ダ ヤ と い う 2 つ の 対 立 命 題 の 実 体 と 像 、 す な わ ち 、 像 と 実 体 で あ る
と 考 え る こ と は な か っ た か 。 延 い て は 、 ヒ ト ラ ー 率 い る ド イ ツ を f非 ユ ダ ヤ 人 モ ー ゼ に 率
い ら れ た ユ ダ ヤ 人 J に 重 ね て み る こ と は は か っ た か 。
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次に、否定の接頭語un・を取り外し、 heimlichについて、ドイツ語のうちスイス語・
シレジア（ポーランド／チェコ）語をも網羅し、語源と類義語と意味の変遷と、聖書・
古典・新旧有名作家の著作から抜粋した用例を多数含む大辞典からそっくり転写して
みせる。類語の類語、同義語の同義語、その個々に逐一下される切れ切れの説明・定
義と唐突かつ場違いな内容の用例が延々と続くテクストを、小型の水生生物の脊索か
ら神経線維を取り出すのに要するのと変わらぬ恐るべき集中力でフロイトが吟味した
であろうことは想像に難くない。ブロイトが想定した事柄、すなわち、「うす気味悪い
ものとは、昔からよく知っている、古なじみのものに由来する類の恐怖であるJ13を
例証する用例が幾っか存在しており、『以上の長い引用から立ち上る、われわれにとっ
て極めて面白い事実…J14と、図らずも筆が弾み、冒頭の対象を突き放したような精
神分析家・傍観する科学者のスタンスを崩し、ドイツ語を解する読者と大いに共鳴し
ようという心理的歩み寄りを示している。
そうまで「面白い事実Jとは、 fbeimlichという語について記述したさまざまなニ
ュアンスの意味のうち、 1用例において、 heimlichが本来その反意語である
unheimlichに近いニュアンスを取り、 heimlichであると言っていた事柄が
unheimlichになることJ16である。すなわち、 heimlichは文脈を伴わなければ暖昧で
多義的（「うちとけて親しみ深いJ、「秘密めいたJなのであり、文脈によっては反意
語がそれに対立する意味を表さずに、置き換えが効く（「秘密めいたj→「うす気味悪
いJ）という面白い違和感のことである。日本語の「家庭的なJ「くつろぎのあるjf居
心地のよいJという意味が「うす気味悪いJに転換して使用される面白み（或いは、
恐さ）は、ドイツ語を母国語としていれば、より際立って愉快（或いは、恐ろしい）
と感じられるのかもしれない。
事例収集の最後に、先のリストを作成するのに利用した辞書より十数年後に刊行さ
れた異なる編纂者の辞書を参照して、 heimlichについて同様の転写作業を実施してい
る。先のリストの検証では結論を保留していたが、フロイトの想定を実証するのによ
り有効な（「より不気味なJ)heimlichの用例が幾つか含まれているのが確認できる。
13脚注9を参照されたい。
14 'For us the most interesting fact to emerge企om也islong excerpt is that ..＇血 The
U11caD11y, p.132. 
15 6…among the various shades of meaning that are recorded for也eword Heimlich 
也ereis one in which it merges wi也 itsformal antonym, unheimlich, so血atwhat is 
called Heimlich becomes unheimlich ..' ibid, p. 132. 
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言 語 学 的 に は 十 分 な 数 と 内 容 の 検 証 例 に な る と 恩 わ れ る 16 。
2. 初 め に 情 動 の 核 あ り き
『 砂 男 』 は 、 一 読 し て 、 フ ロ イ ト の 精 神 分 析 研 究 の 追 従 者 が 、 そ の 学 術 理 論 や 原 則
を 下 敷 き に 実 在 す る 青 年 の 臨 床 例 を フ ィ ク シ ョ ン と し て 再 構 築 し た 作 品 な の で は な い
か と 疑 わ れ る ほ ど 、 フ ロ イ ト 的 な 解 釈 を 加 え 易 い 、 云 わ ば 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ ド リ
ノ レ で あ る 。 人 口 に 輸 突 し た フ ロ イ ト の 学 説 の 安 易 な 適 用 を 自 戒 す る か 放 棄 し な い 限 り 、
読 中 読 後 に 何 ら の 怪 奇 も 幻 想 も 感 じ な い ま ま な の は 、 第 1 章 で フ ロ イ ト が 「 『 う す 気 味
悪 い 』 と い う 感 情 を 最 後 に 抱 い て か ら 久 し い J と 述 べ た 事 の 追 体 験 を し て い る が 如 き
で あ る 。
フ ロ イ ト が こ の 作 品 を テ ク ス ト と し て 扱 う の は 、 彼 の 先 達 の 研 究 者 で あ る E ・ イ エ
ン ツ エ が 著 書 『 う す 気 味 悪 さ の 心 理 学 に 寄 す 』 （Z u r Psycholog-ie des U n h e i n泊 旨 he)
で 『 砂 男 』 を 取 り 上 げ て い る か ら で あ る 。 よ も や 、 そ の テ ク ス ト が 、 自 説 を 適 用 し て
解 釈 を 加 え る の に 好 適 で あ っ た か ら で は あ る ま い 。
或 る 性 的 な 特 定 事 項 に 関 し て 、 精 神 分 析 的 解 釈 の 反 対 者 の 主 張 に 対 す る 反 証 と し て
『 砂 男 』 を 持 ち 出 し て い る つ も り は な い と フ ロ イ ト は 明 言 し て い る 17 。 と す れ ば 、 イ
エ ン ツ エ の 研 究 に 関 連 し て 、 ま た は 、 他 所 で 、 フ ロ イ ト 的 精 神 分 析 的 解 釈 に 対 し て 少
な か ら ぬ 美 学 者 、 文 学 者 、 精 神 医 学 者 、 好 事 家 か ら フ ロ イ ト で あ れ ば や り か ね な い 解
釈 を 想 定 し た 反 証 が 先 に あ っ た こ と が 窺 い 知 れ る 。
各 種 学 術 コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 含 む 世 間 の 至 る 所 で 行 わ れ る 主 張 に 対 し て 挙 証 責 任 が
な く 反 証 す る つ も り も な い ブ ロ イ ト が 、 精 神 分 析 的 解 釈 で も 反 精 神 分 析 的 解 釈 で も な
い 中 庸 の 議 論 展 開 を す る イ エ ン ツ エ の 後 塵 を 拝 す る よ う な 慎 重 な 態 度 で 、 科 学 的 に も 、
言 語 学 的 に も 正 当 と 認 め ら れ る や り 方 で 丁 寧 に 議 論 を 進 め て き た の は 、 自 説 に 普 遍 性
を 認 め る た め で あ る と い う こ と に な る 。
し か し 、 フ ロ イ ト の 「 つ も り J の 問 題 と は 別 に 、 最 阜 、 『 砂 男 』 の テ ク ス ト 解 釈 に
つ い て 、 誰 も 無 垢 で は い ら れ な い の で あ る 。 少 年 ナ タ ニ エ ル 、 そ し て 、 大 学 生 ナ タ ニ
エ ル を 繰 り 返 し 襲 う 或 る パ タ ー ン を 踏 襲 し た 悲 劇 は 、 読 者 の 多 数 が 共 通 し て 知 っ て い
16 古 い 辞 書 の 用 例 に 使 用 さ れ て い る テ ク ス ト の 典 拠 を C h a u c e r や Shakespeare な ど の
作 家 の 作 品 中 に 探 し て 同 定 す る 作 業 や 、 年 代 別 に 引 用 さ れ た 作 家 と そ の 作 品 の 統 計 を 作 る
と い う リ サ ー チ の メ ソ ド ロ ジ ー も 、 フ ロ イ ト の 科 学 的 な ス タ ン ス の 影 響 で は な い だ ろ う か 。
11 '. . I  w o u l d  not advise a n y  opponent of 也 e psychoanalytic 吋 e w 加 appeal to 
H o f f m組 的 story of the S a n d ・ M a n  in suppo此 of the contention that …’ T h e  Uncanny, p. 
140. 
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る既知のパタ｝ンに置きかえることで理解されねばならないのである。意図せぬ父殺
しにより母の愛を独占したくだりからして、自らの両眼をえぐって放浪するという定
めと一対であり、母子相姦の神託は既に成就されたように見えて、ナタニエルの命を
もって購うという読者の漠たる予感は果たされないままである。
予め知っておくべきパターンを全て列挙できない浅学非才を嘆かなければならな
いのは残念だが、筆者より遁かに聡明な読者は、このような既知のパターンを取捨選
択してパックグラウンドで意識しながら、幻術にかかったように、子供部屋の悪夢・
大人だけの夜の時間・イタリア人法律家・錬金術・黒魔術・新しい時代の科学・悪い
商人・完壁にピアノを演奏し溜息をつくだけの美しい物言わぬ木偶人形オリンピア・
伝説のヴァンパイアの幻想への陶酔・許婚者の狂乱など、これでもかと盛り込まれた
作者の仕掛けの意を汲んでゆかねばならない。『砂男』は「オイディプス的悲劇jと断
じるには娯楽性が高すぎるのである。
既知のパターンの拠って来るところがギリシャ悲劇であれ、その大胆かつほぽ完壁
な代替物のように思われるフロイトの理論ーファミリーロマンス18（実は醜く愚かで粗
野な父、美しい母、孤児の兄妹との友情、妹同然のクララとの婚約、遺産相続など）・
去勢コンプレックス・反復脅迫・快感原則ーであれ、より大勢の蹄に落ちる解釈が成
立するのであれば、論理の多少の破天荒や支離滅裂は無視してよいのではないか。
初めに情動ありき。子供や未開人の夢は言葉で説明できるストーリーを持たない。
希望も悪夢も恐怖も何もかもが言葉と秩序を持たず、ポジティプでもネガティプでも
ない。ただエネルギーと欲望を苧んだ閣である。笑顔にも雄たけびにもはっきりと理
由と意味を与えることができない。言葉を覚えて両親や兄弟と自分に関する架空の物
語を夢想することができるようになった段階で、 beimlichという表現で括ることので
きる事象や記憶や状況がどのぐらい増えているのかは個人差が大きいであろうが、同
時代の同じ地域で教育を受けた同等階級のドイツ・オーストラリア人はheimlichと表
現し得る事象や記憶や状況を相互にかなり多く共有しており、 beimlicbと定義するこ
とができる情動の核も共有し得る可能性は高いと推察される。
フロイトの想定を是としてみよう。幼小時に beimlicbであったものが、長じて
unheimlichになるということは想像に難くない。 0歳児～5歳児頃迄の子供が無心に
1s Freud, S. et al., Tb.eo.早rof必eNovel: a Historical Approach, Part Three （佃町ticle
under也e叫 eof 'Family Romances') edited by Michael McKeon，叩eJohn Hopkins 
Uni双Press,2000またはDerFamilienroman der Neurotikerを参照されたい。
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欲 し た 食 物 と し て の 母 乳 は 、 乳 歯 が 生 え 揃 う こ ろ に は 見 向 き も さ れ ず 、 容 器 に 入 れ て
す ら 思 春 期 の 子 供 が 飲 み 下 す こ と を 強 要 さ れ る よ う な 状 況 は 、 勿 論 、 u n h e i m l i c h で あ
ろ う 。 そ れ を heimlich と 表 現 す る の に 何 の 時 時 が あ る だ ろ う 。 万 人 が こ の 状 況 と 感 情
を 共 有 す る わ け で は な い が 。
母 親 の 女 性 性 器 は 極 端 な 例 の よ う に 思 わ れ る 。 フ ロ イ ト は 、 夢 に 霊 場 す る heimlich
な 場 所 や 風 景 は 女 性 性 器 も し く は 母 胎 の 象 徴 と 解 釈 し て 差 し 支 え な い と い う 叱 『 箱 男 』
の 主 人 公 ナ タ ニ エ ル に つ い て 、 母 親 の 女 性 性 器 も し く は 母 胎 の 象 徴 が 近 い 将 来 に 主 人
公 の 妻 と な る は ず の 女 性 ク ラ ラ の 女 性 性 器 や 母 胎 に 転 換 さ れ る こ と は 無 い の で あ ろ う
か 。 妹 の よ う に 一 緒 に 育 っ た ク ラ ラ の heimlich な 属 性 は 、 妻 に な る こ と で そ の 反 意 語
u n h e i m l i c h に 転 換 さ れ る で あ ろ う か 。 神 経 症 の 男 性 た ち が よ く f女 性 の 性 器 が 不 気 味
な も の に 見 え ま す J と 告 白 す る と い う 却 。 こ れ は フ ロ イ ト の 臨 床 現 場 か ら の 一 報 告 で
あ る 。 で は 、 作 中 の ナ タ ニ エ ル に 神 経 症 の 徴 候 を 認 め る か 否 か に つ い て フ ロ イ ト は 何
も 言 及 し て い な し ゅ 如 、 各 種 コ ン プ レ ッ ク ス や 反 復 脅 迫 が 原 因 と み ら れ る 衝 動 的 行 動
が 常 軌 を 逸 し て い る こ と か ら そ の 徴 候 が あ る と 見 な し た 場 合 、 か つ て は 妹 （ heimlich)
で あ っ た が 、 間 も な く 妻 と な る は ず の 女 性 の 性 器 は や は り 不 気 味 な も の （ unheimlich) 
に 見 え る の で あ ろ う か 。 突 然 の 感 情 的 激 昂 か ら 殺 意 に 及 ん で し ま う ほ ど の 恐 ろ し さ で
は な い に し て も 。 残 念 な が ら 、 一 読 し て 、 精 神 分 析 的 に も 解 釈 の つ き に く い 結 末 で は
あ る 。
『 砂 男 』 の 作 品 構 造 は 明 解 で あ る 。 主 人 公 と そ の 近 し い 友 人 と の 往 復 書 簡 で 始 ま る 。
書 筒 形 式 で あ る か ら 、 2 名 が 交 互 に 独 自 形 式 で そ の 人 と な り と 心 象 と 出 来 事 を 明 か す
こ と に な る 。 ナ タ ニ エ ル か ら ロ ー タ ー ル 宛 て に 2 通 の 書 簡 が し た た め ら れ る が 、 不 思
議 な こ と に 、 ロ ー タ ー ル の ナ タ ニ エ ノ レ に 宛 て た 書 簡 は 無 く 、 そ の 人 と な り も 胸 の 内 も 、
如 何 な る 事 情 も 彼 に つ い て は 不 明 で あ る 。
19 ＇… if s o m e o n e  d r e a m s  of a  certain place or a  certain landscape and, while dreaming, 
thinks to hi皿 sell，‘ I k n o w s 也 is place, I’ve b e e n  here before’ ， 出 担 place c a n  b e  
interpreted as representing his m o t h e r’s  genitals or her w o m b  .’ T h e  Uncanny, p. 151. 
2 0  '  • •  .it o島 e n h a p p e n s 也 at neuro世 .c m e n  state that to t h e m 血 ere is s o m e也 ing
u n c a n n y  about the female genitals .’ T h e  Uncanny, p. 151. 
21 ナ タ ニ エ ノ レ 自 身 が 神 経 症 の 徴 候 を 言 葉 で 克 服 す る こ と を 示 す 記 述 が 無 い 限 り そ う と 推
断 し な い 、 と い う 精 神 分 析 者 の 態 度 の 現 れ で あ ろ う か 。 『 砂 男 』 テ ク ス ト 中 に は 引 用 符 な
し で 、 作 中 唯 一 の ロ タ ー ル の 情 動 の 記 述 と し て 万 能 の ナ レ ー タ ー が 準 備 し た 揺 ぎ 無 い 解 釈
を 与 え る か に 見 え る 一 節 が あ る 。 す な わ ち 、 ＇ Sie 臼 t bin - ermordet v o n  d e m  Rasenden, 
so schrie L o也 町 … ’ D e r S a n d m a n n ,  p. 70. 
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ナタニエルの書簡は、幼小時の苦痛の記憶のうち、記憶にあるものはそのまま記述
され、抑圧されているものは記述されず、幾つかのパターンのリアクションによって
「抑圧されていた衝動と記憶Jであると読み手が判断することになる。識に、精神分
析的解釈に適したテクストであると言える。
最終部分のみ、万能のナレーダーが事件の顛末を大仰かつ雄弁に語る。物語の顛末
が、精神分析的に解釈することができないのが、このせいであるのは明らかである。
ここで、読者がパックグラウンドで意識している余りにポジティプな既知のパターン
が抑圧される。古典劇の進行役めいた強い語り口のナレータ｝に支配され、読み手は、
神経症に発する不安を克服したナタニエルと聡明な大人の女性に育ったクララが幸福
のうちに結ぼれるという解釈を忘れ去ってしまうのである。
二律背反に陥穿することを非とするのは哲学や論理学に基づいて命題存在の意義
を問う際の1つのメソドロジ｝にすぎない。人の実存を解釈するにあたり、相互に矛
盾する 1対の事象（判断・行動）や対立するこ面の感情の両方を同時に十全に意義の
あるものとすることを是とすることは解釈上の1つのメソドロジーを越えて定石であ
る220
勿論、ナタニエノレはクララを塔から突き落としたりはしない。フロイトが「精神分
析的解釈の反対者の主張に対する反証ではないJと述べているとおり、反証の必要は
ないのである。女性性器または女胎を象徴する閉ざされた部屋で行われたとナレータ
ーが語る凶行は、何が男声性器を象徴するかを知っている精神分析的解釈の反対者に
こそ、その意味が明瞭だからである。それは、幼いナタニエルが無理やり寝かしつけ
られるのを拒んで、乳母の隙をついて子供部屋から抜け出してこっそり垣間見たこと
であり、父の躍の一部をイタリア人弁護士にすり替えて、成長するまで忘却の隅に押
しやらなければ耐えがたいような事であり、それこそが、フィアンセを疎んじ、母へ
の気遣いを失い、女性を排して、浮世離れした科学者が創り出した木偶オリンピアを
女神と崇めたてまつらなければならない所以である。
ナタニエノレの寄越した手紙にロータールの返事が無いのも、クララが先に読んで返
信を送って寄こすのも、万能のナレーターイ二ル著者ホフマンの意図的な仕掛けである。
「助けて、ロータールj とクララが泣き声を上げたという記述はない。記述が無いか
らこそ、読み手が思い描く 1つのコンプレックス、 1つの解釈が存在するのである。
官i.ilf- re此et一閥抗：et＇。虚空に消えるばかりの声は、幼いナタニエルが夜更けに
m脚注3を参照。
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父 の 書 斎 に 身 を 隠 し て 耳 に し た 母 の 声 で あ る 。 蛇 足 な が ら 、 1 つ の コ ン プ レ ッ ク ス 、
1 つ の 解 釈 の 解 説 を 以 下 に 試 み る 。
夫 婦 の 静 い か 、 そ れ と も 、 荒 っ ぽ い 性 愛 の 現 場 か 、 あ の 夜 あ の 閉 ざ さ れ た 部 屋 に い
た の は 父 と 母 と 息 子 ば か り で あ る 。 Sie 担 t bin - ermordet v o n  d e m  R a s e n d e n と 万
能 の ナ レ ー タ ィ ： ご ナ タ ニ エ ノ レ は 抑 圧 さ れ て 忘 れ 去 ら れ て い た 記 憶 が 、 塔 の 最 上 階 で 呼
び 覚 ま さ れ た こ と を 記 述 し て い る 。 塔 の て っ ぺ ん の 閉 め 切 ら れ た 高 廊 の 扉 の 内 外 に い
る の は 、 ロ タ ー ル 、 ナ タ ニ エ ル 、 ク ラ ラ で は な い 。 書 斎 の カ ｝ テ ン の 背 後 の 幼 い ナ タ
ニ エ ル 、 そ し て 、 彼 の 父 母 で あ る 。
ロ タ ｝ ル が 扉 を 蹴 破 っ て ク ラ ラ を 救 い 出 し た 如 き に 、 カ ー テ ン の 背 後 か ら 飛 び 出 し
て 母 を 救 う に は ナ タ ニ エ ル は 余 り に 非 力 で あ っ た o そ れ ど こ ろ か 、 滑 稽 で す ら あ り 、
妖 怪 じ み た 砂 男 一 恐 ら く は 彼 の 父 ー に な す が ま ま に さ れ 、 気 絶 す る 。 禁 則 を 破 っ
て 大 人 の 秘 密 を 盗 み 見 た こ と を 執 鋤 に 糾 弾 し 罰 を 与 え る 役 割 と し て 、 砂 男 イ 2ご 怪 し げ
な イ タ リ ア 人 も ど き の 弁 護 士 コ ッ ペ リ ウ ス が い つ ま で も 記 憶 の 表 層 に あ る の は 、 精 神
分 析 学 で 言 う と こ ろ の フ ァ ミ リ ー ロ マ ン ス の 理 論 を 持 ち 出 す ま で も な く 、 家 庭 お よ び
そ の 外 の 社 会 に 適 応 す る 術 を 学 ぶ 途 上 の 、 幼 い な が ら 利 己 的 な 心 が 生 ん だ 幻 で あ る 。
父 親 殺 し を 回 避 す る 、 ひ と つ の 手 立 て で あ る 。 し か し 、 作 中 、 父 親 殺 し は 回 避 さ れ な
か っ た ら し い こ と が 明 確 に 示 唆 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ う な る べ く し て そ う な っ た 約
束 事 の 1 つ で あ る こ と を 、 精 神 分 析 的 解 釈 に 異 論 を 唱 え る 読 者 も パ ッ ク グ ラ ウ ン ド で
追 認 識 で き る 筈 で あ る 。
砂 男 イ ユ ご コ ッ ベ リ ウ ス に 哀 願 し 、 わ が 息 子 ナ タ ニ エ ル に 酷 い 仕 打 ち を し な い よ う に
乞 う た 父 2 3 一 実 は 、 彼 の 母 ー は 、 長 じ て 都 会 に 出 た も の の 晴 雨 計 売 り の コ ッ ポ ラ と
彼 が 与 え た 望 遠 鏡 で 間 接 的 に 垣 間 見 る 世 間 に 怖 気 づ く ば か り の 、 惨 め な ナ タ ニ エ ル の
姿 と 重 な る 。 そ し て 、 狂 気 の ナ タ ニ エ ル か ら ク ラ ラ を 奪 い 、 気 絶 し た ク ラ ラ を 抱 き か
か え て 塔 を 降 り る ロ タ ー ル は 、 砂 男 か ら ナ タ ニ エ ル を 護 っ た 母 の 姿 と 重 な り 、 間 房 に
お け る 秘 め 事 に 介 入 し て し ま っ た 幼 い ナ タ ニ エ ル の 姿 と 重 な り 、 し か し 、 成 長 し た ナ
タ ニ エ ル の 本 来 あ る べ き 姿 と 重 な る 。
解 釈 が 飛 躍 し 過 ぎ て い る と の 誇 り は あ る か も し れ な い 。 し か し 、 そ う で な け れ ば 、
塔 の 下 で 騒 ぐ 群 衆 に 交 じ っ て コ ッ ポ ラ な ら ぬ コ ッ ペ リ ウ ス が 再 び 姿 を 現 し 、 子 供 が 見
て は な ら ぬ も の を 覗 き 見 し た こ と を 執 劫 に な じ っ て 折 櫨 し た あ の 砂 男 が 与 え る 罰 で も
2 8 官.｛ eister! Meister! lass m e i n e m  N a曲 師 ael die A u g e n  - I随 s sie 出 血 ！ ’ D e r
S a n d m a n n ,  p. 13. 
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ってナタニエルを破滅に導く記述が余りに理解し難いものとなる。ナタニエルの眼を
奪う代わりに父の死が膿いとなった如く、妹でありながら今やナタニエルを護ろうと
する母の身代わりとなったクララを犯した嫡いに、塔から飛び降りて死ぬ、という幼
い頃の父の死に纏わる幻が反復される。
だがしかし、勿論、ナタニエノレは自死したりはしない。幼児の如く、イタリア人の
如く、 sk6nOke - skHn Oke24と叫んで、高みからコッペリウスを見下ろし、その男
がかつて父の書斎で暗いた言葉舗を復唱してみせる。死んだのは、コッペリウスの幻
である。言葉で表現し難い聞から生じる性的衝動もコンプレックスも、砂男や弁護士
コッベリウスの幻の力を借りずに、ナタニエルは自ら現実的に片を付けたのである。
斯様に、ナタニエルは、その抑圧された記憶を正確に呼び戻し、塔の上に居場所を
見つけた。クララが自分との聞に二人の子供をもうけ、平和な家庭の幸福を手にした
のを高みの見物しているのは確かにナタニエルに違いないが、風の噂を伝えるという
体裁のナレータイユご著者ホフマンの語りで作品が結ぼれている。二人の子供は、かつ
ての寄る辺の無い孤児の兄妹、ナタニエノレと母とで護ってきたロタールとクララの姿
と重なる。
最後の油断のならない一文、...und das ihr der im Innern zerrissene Nathanael 
niemals hAt胎 gewihren・ konnenはディスクールの常識を超越して極めて巧妙であ
り、フロイトをしてナタニエルが神経症を息っているとの仮定や解釈をせずに放置せ
しめた理由はここにあると思われる。
神が死に、神との契約の代わりに法律を発達させ、森羅万象、人事に至るまで科学
に依存せざるをえなくなった時代却の独逸における、三代にまたがるウィタ・セクス
アリスを主題に、意識の流れと深層意識の流れを二重記述するスタイルで扱ったフィ
クシヨンとして、『砂男』は出色の作品である。ディスクールに表された意識と深層意
識は互いの真正性を裏切りながら補完する。
前綴り un・があってもなくても、「DasUnheimlicheはなにがなしDasHeimliche 
24舵h6nAugeをまわらぬ舌で幼児が発音したもの、または、イタリア語ならば Occhio
helloと言うべきところを、 OcchioがOkeのように誰ったと推測させる。
26 'Nun haben wir Augen -Augen - ein sch6n Auge Paar阻nderaugen. • Der 
Ssndm8.llD, p. 13. 
26人を人として創り賜うた神を喪失したのと同時に、「産めよ増やせよ地に満ちよJとい
う生殖に関わる祝福の言葉をも失ったのである。ヨハネの福音書にあるとおりに。「はじ
めに言葉があった。言葉は神と共にあり、神は言葉であったん
2 8  
野 中 珠 貴
の 一 種 で あ る J 2 7 と フ ロ イ ト の 言 う ア ン ピ パ レ ン ス は 、 そ う い う 意 味 で あ ろ う 。
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